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よ り 強 く 、 よ り 美 し い 肌 へ

えているもっとも重要な成分が
皮膚内のセラミドです。これが
角質層の上ほど多く分布してい
るので刺激の強い洗浄剤の影響
を受けてしまうのです」

——肌にやさしい「洗うもの」
を選んで、きちんと保湿ケアを
するということですね。つづい
てお聞きしたいのが、夏には手
放せない「日焼け止め」の選び
方です。
「私は日焼け止めを選ぶのでは
なく、その日焼け止めにどんな
紫外線防御剤が使われているか
を確認することが大事だと言い
続けてきました。モアコスメ
ティックスは、刺激のない『紫
外線散乱剤』だけを使い続けて
います。ほかのメーカーも安全
な『紫外線散乱剤』を使いたい
のですが、刺激があることを知っ
ていながら『紫外線吸収剤』を
やめるわけにはいかないのです。
　CMでは『肌にやさしい散乱
剤（反射剤）を使っています』
と言いながら、吸収剤もいっ
しょに使っているのです」

「カサカサだった肌がしっとり
して、夏はお肌の調子がいいか
らうれしい」と思っていません
か。「夏の肌は落とし穴だらけ」
というモアコスメティックスの
亀田宗一社長に、落とし穴から
の脱出法をお聞きしました。
——ますます高温多湿の夏に変
わってきているので、ローショ
ンだけですませてしまう人もふ
えています。
「気温の上昇に伴って、肌表面
の温度も上がりますから、汗や
皮脂でうるおっているだけなの
に、肌がうるおっていると勘違
いしがちです。そのまま手抜き
でお手入れを続けていては、秋
になったときに、肌年齢が急に
上がってしまいます。それは、
お手入れ不足によって、肌内部
の乾燥が急激に進んでしまうか

夏の肌対策というと真っ先にうかぶのは紫外線対策です。でも間違ったUVケアアイテム選びや、夏は肌がうるおっていると
勘違いしたり、かえって肌を傷めてしまうことがあります。夏のスキンケアの落とし穴についてお教えします。

肌の乾燥を進める
バリア機能の低下

ドライスキン、手抜きの紫外線対策……
正しい化粧品選びで肌・髪をいたわりましょう

夏の肌は落とし穴だらけ

——散乱剤だけでは紫外線防御
指数を上げることができないか
らですか？
「それもありますが、各社、安
価な洗顔フォームを販売してい
るからです。石けん成分の入っ
た洗顔フォームで散乱剤入りの
日焼け止めを落とすと、散乱剤
である酸化チタンや酸化亜鉛と
石けんが反応して石けんカスが
できて白くなってしまいます。
洗顔フォームの販売をやめるわ
けにはいきませんから散乱剤は
使えないのです。
　モアコスメティックスは、『顔
に塗ったものはクレンジングで
落としてフォームで洗いましょ
う』『体に塗った場合は、バー
デンスのシャンプーで洗ってく
ださい』とお願いしています。
本当に肌のことを考えるなら、
肌の乾燥を進めたり、肌刺激と
なる吸収剤を使うことは考えら
れません。100%散乱剤を使っ
たUVケア製品はバーデンスだ
けです」
——紫外線防御指数だけでなく、
紫外線防御剤が何かを確認する
ことがいちばん大事なことだと
わかりました。

らです。つまり、肌内部がスカ
スカしたドライスキン状態にも
かかわらず、放っておいたこと
で、ドライスキンをますます悪
化させてしまうのです」
——ドライスキンの原因はなん
ですか？
「市販の硫酸系シャンプーを使
用してバリア機能が低下してい
ることが原因です。ラウレス-3
酢酸アミノ酸を使用してバリア
機能が構築されている正常な肌
は、肌のうるおいを護る皮脂膜、
角層のNMF（天然保湿因子）、
細胞間脂質（セラミド）の働き
によって、肌内部の水分をため
ておくことができます。
　一方、紫外線や乾燥、ストレ
スなどもバリア機能を低下させ
ますが、いちばんは、刺激のあ
る硫酸系の洗浄剤を使ったシャ
ンプーや刺激のある洗顔剤で、
肌細胞を殺してしまうことが大
きな原因です。バリア機能を支
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市販の硫酸系シャンプーを使用して
バリア機能が低下したドライスキン

角質細胞の中のNMF（天然保湿因子）
が水分を抱え込み、細胞間脂質（セ
ラミド）が角質細胞を取り囲み、そ
の上を皮脂膜が角質層表面を覆っ
てバリアを構築して、水分の蒸発を
防いでいます。

角質層からセラミドが減り、バリア
機能が低下してしまうと、肌内部の
水分がどんどん蒸発してしまいます。
そればかりか、アレルゲンや微生物・
ウイルスも肌内部に入り込んでし
まいます。

100%紫外線散乱剤は
バーデンスだけ
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「マスクは息苦しいけど、日焼
けを防止してくれる」と思って
いる人も多いようです。さらに、

「マスクによる日焼けムラ」が
できるから、マスクから出てい
る部分だけ日焼け止めを塗れば
いいという人もいます。

　たしかに、白いマスクには紫
外線を通さない効果があります
が、素材が不織布だろうがウレ
タンだろうが、紫外線を100％
カットするものはありません。
だから、マスクから出ていると
ころだけ塗ればいいというのは、

日焼け止めは、マスクから出ているところ
だけに塗っていればOK！

落とし穴
3

紫外線は、不織布マスクも布マスクも
透過します。

今すぐやめましょう。
　では、どうするのがいいかと
いうと、マスクをしている部分
もマスクから出ている部分も均
一にしっかりと日焼け止めを
塗ってください。

　長引くコロナ禍で外出が減っ
たり、リモートワークになって、
室内で長く過ごす人がふえてい
ます。「日焼け止めは外出する
ときだけ」と考えていたら、そ
れは大間違いです。
　紫外線には、レジャー紫外線
と呼ばれるUVBと生活紫外線
といわれるUVAがあります。
海や山で一度赤くなって黒く焼
けるのがUVB。一方、UVAは
窓ガラスを透過して肌に降り注
いでいます。

　このUVAが厄介なのは、真
皮の深部にまで届いて、肌の弾
力を保つコラーゲンやエラスチ
ンなどを変性させて、シワやた
るみの原因になってしまうこと
です。
　また、降り注ぐ量ですが、9
月になると、UVA、UVBとも
に大幅に減少するのですが、
UVAは冬になっても夏の半分
くらいしか減りません。窓を透
過したUVAには1年を通して注
意が必要というわけです。

家の中にいることが多いから、
日焼け止めは使わない！

落とし穴
2

生活紫外線は窓ガラスを透過して
肌に届きます。

30ml　7,000円（税込7,700円）

バーデンス
セルパーフェクトリクイド

〈保湿用美容液〉

30g　12,000円（税込13,200円）

バーデンス
セルパーフェクトクリーム

〈保湿用クリーム〉

　夏の間、お肌の表面がしっと
りしているのに、角質層の水分
やセラミドが不足してドライス
キンに気がつかないことが夏の
スキンケアの大きな落とし穴で
す。洗うものの刺激も問題です
が、肌がうるおっていると錯覚
して、必要以上に洗顔して皮脂
を洗い落として乾燥を進めたり、
保湿ケアをやめてしまうことが
いちばんの原因です。
　また、エアコンの効いた室内
は湿度が低く、いっそう肌の水
分が奪われます。エアコンもお
肌の大敵です。

夏のお肌はしっとりうるおっているから、
ローションだけでいい

落とし穴
1

汗と皮脂でうるおっているだけ。
ドライスキンが進行中！

　そんな夏こそ、セラミドポリ
マー、レシチンポリマー配合の
バーデンス セルシリーズ『セ
ルパーフェクトリクイド』や

『セルパーフェクトクリーム』
でしっかりとうるおいを補給し
てください。セラミドネット
ワークを形成するセラミドポリ
マーの働きでバリア機能が復活
し、肌にハリが生まれます。ま

保湿美容液とセラミド
クリームで朝晩しっかり
うるおいチャージ

おすすめケアアイテム た、高い保水力をもつレシチン
ポリマーが、肌にふたをしてう
るおいを逃しません。　
　温度・湿度が下がったとき、
いつもの秋と違う肌に生まれ変
わっているはずです。

紫外線量の月別変化
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SPF50+　PA++++
25ml　3,500円（税込3,850円）

バーデンス サンシェード
（日焼け止めローション）

30ml　7,000円（税込7,700円）
〈医薬部外品〉

バーデンス
薬用ホワイトローション

　肌老化の8割は紫外線ともい
われ、紫外線を浴び続けたこと
でシミ・くすみが年々気になる
という人が多くいます。そんな
女性たちが熱い視線を送ってい
るのが各メーカーが競って市場
に送り出す美白アイテム。しか
し、配合されている美白成分に
注意しなければいけません。
「ハイドロキノン」は漂白剤で
すし、「ロドデノール」は肌に
白斑ができた成分です。これら
でトラブルになったとしても、
しばらく使わなければ肌は自然
と元の肌に落ち着きます。

　まずは肌にやさしい安全な美
白アイテム選びが第一です。ま
た、使用するときは決してシミ
の部分に塗り込むのはNGです。
さらに刺激を与えることになり
ますから、ますますシミを濃く
してしまうことになりかねませ
ん。肌全体にやさしくなじませ
ましょう。
「肌に刺激を与えてシミやくす
みをつくらせない、化粧品は予
防コスメでなければいけない」
という考え方のもと、つくり上
げたのが『バーデンス 薬用ホ
ワイトローション』です。

早くシミを薄くしたいから、美白アイテムは
シミ部分に塗り込んでいる

落とし穴
5

全体にやさしくなじませるのが正解！ 
化粧品にできるのは予防です。

　バーデンスが選んだ美白成分
はビタミンC。色素沈着・メラ
ニン合成を抑制、黒色メラニン
を淡色化する作用もあります。
難点は、熱や酸に弱くすぐに分
解されてしまうこと。バーデン
スは「高圧レシチンナノミセル
化」という独自処方により3年
間もビタミンCが安定していま
す。肌の奥深くからじっくり肌
に透明感を与えてくれます。

肌理論に基づき独自製法でつくられた
高機能ホワイトローション

おすすめケアアイテム

　日焼け止めを選ぶときに、確
認 す る の がSPF値 とPA値。
SPFはUVBを、PAはUVAを
防御する効果を表す数値です。
国内最高値はSPF50+/PA++
++で、各ブランドから、この
数値の日焼け止めが発売されて

います。日常使いでも、長時間
塗り直さなくてもいいからと、
UVカット指数の高いものを選
びがちです。しかし、ここで大
事なのは、１ページでもお伝え
した使われている「紫外線防御
剤」。「吸収剤」は肌の中に一度
入ってエネルギーに変換するた
め、肌が乾燥したり、肌の弱い
人には刺激になります。高いUV
指数を出すには吸収剤を使うし
かなく、のびがよく色がつかな
いというメリットもあります。
　一方「散乱剤」に刺激がない
のは各メーカーともわかってい
ますが、多く配合すると白くな
るし、散乱剤だけでは高い防御
指数は得られないという化粧品
業界の定説があるのです。

紫外線防止効果の高い
日焼け止めを選ぶのが一番！

落とし穴
4

使われている紫外線防御剤を
確認しましょう。

『バーデンス サンシェード』
は紫外線散乱剤100%でつくら
れた日焼け止めです。散乱剤は
UVBに対する防御効果が弱い
という面がありますが、バーデ
ンスは散乱剤である酸化チタン
と酸化亜鉛を超微粒子化し、さ
らに特殊分散技術を用いて高濃
度で配合することで問題をクリ
アしました。しかも国内最高値
のSPF50+/PA++++を実現。
　使用時のべとつきや白浮きも
なく、年中使い続けても肌への
負担はありません。

紫外線散乱剤だけでつくられた
低刺激・高UVカット指数の
サンシェード

おすすめケアアイテム

●紫外線防御メカニズム

紫外線を吸収して熱エネルギーに変
換することで防ぐ「吸収剤」は刺激が
強いのに比べ、紫外線を反射させて防
ぐ「散乱剤」は、皮膚刺激がありません。

UV UV

紫外線散乱剤 紫外線吸収剤

顔や体に塗ったサンシェードは、
クレンジングやシャンプーで落としましょう

『バーデンス サンシェード』は
ウォータープループ商品です。
しかも、酸化チタンと酸化亜鉛
という安全な散乱剤のみでつく
られています。使用後、お顔
はクレンジングで落として洗顔

フォームで洗い流してください。
体に塗った場合は、石けんで洗
うと石けんカスができて肌に白
く残ってしまいますから、ラウ
レス3-酢酸アミノ酸入りのシャ
ンプーで落としてください。

Column SDGsの「目標14 海の豊かさを守ろう」を
達成している日焼け止めです！

　今年から、ハワイでは紫外線
吸収剤「オキシベンゾン」と「オ
クチノキサート」を含む日焼け
止めの販売が禁止されました。
サンゴ礁へのダメージが原因の
ひとつと言われています。海の

環境を守る日焼け止めとして推
奨されているのが、紫外線散乱
剤使用のもの。『バーデンス サ
ンシェード』は、海を汚さず、
海の豊かさを守るというSDGs
の目標まで達成しています。

Column

アドバイス

アドバイス
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　高温・多湿の夏場に洗髪の回
数もふえてしまいますね。刺激
が多い洗うものの代表はシャン
プーです。というのも、頭皮は
毛穴が多く、汗や皮脂の分泌量
は肌よりも多いにもかかわらず、
すぐに洗うことができません。
そのため、シャンプーはスキン
ケア製品の洗うものより洗浄効
果を高くしているのです。その
洗浄剤が、刺激の強い硫酸系や
アミノ酸系洗浄剤入りのシャン
プーだとしたら……。しかも、
洗い流すときには、必ずお肌に
も触れることを考えたらシャン
プー選びの大切さがわかります。

頭皮も汗をかくからシャンプー回数がふえるけど、
洗い流すものだから何でもいい

落とし穴
7

髪の毛と頭皮はすぐに洗えないから
シャンプーは洗浄効果が高い。アドバイス

　髪に肌にやさしい洗浄剤を使
用しているのはバーデンスだけ。
その洗浄剤「ラウレス3-酢酸ア
ミノ酸」（特許第5057337号）
は、低刺激洗浄剤として特許を
取得しています。そして、シャ
ンプー回数がふえる夏におすす
めしたいのがハッカの香りの「メ
ントン スキャルプシャンプー」
と「メントン スキャルプトリー
トメント」。清涼感、爽快感は
もう手放せなくなるでしょう。

髪に頭皮にやさしい洗浄剤入りで
夏に最適な清涼感あるメントンシャンプー

おすすめケアアイテム

200ml　1,800円（税込1,980円）

バーデンス ヘアプロテクター

90ml　2,800円（税込3,080円）

バーデンス リペアエッセンス

500mlボトル　      3,500円（税込3,850円）
400ml詰め替え用　2,500円（税込2,750円）

バーデンス ボディシャンプー

250mlボトル          2,000円（税込2,200円）
500mlボトル          3,500円（税込3,850円）
400ml詰め替え用	   2,500円（税込2,750円）
フィルムサンプル

バーデンスメントン
スキャルプシャンプー

180gチューブ       1,800円（税込1,980円）
500gボトル          4,000円（税込4,400円）
400g詰め替え用   2,900円（税込3,190円）
フィルムサンプル

バーデンスメントン
スキャルプトリートメント

「肌を洗うなら弱酸性が安心」
と思って使用している人も多い
でしょう。でも、弱酸性の石け
んや洗浄剤は「合成界面活性剤」
を配合しないとつくることがで
きません。それが「ラウレス硫
酸」だったりすると、洗浄力は
高くなりますが、肌にも刺激に
なってしまいます。

弱酸性のボディソープを使っているから安心落とし穴
8

頭皮も体も同じ。
洗浄成分を見て選びましょう。アドバイス

　おすすめできるのは、頭皮に
も体にもやさしい洗浄剤「ラウ
レス3-酢酸アミノ酸」（特許第
5057337号）を配合したもの
だけ。『バーデンス ボディシャ

特許取得のお酢系洗浄剤＋
石けん成分のボディシャンプー

おすすめケアアイテム

　紫外線対策として、顔には日
焼け止めを塗り、UVカットウ
エアを選んだら、髪にも日焼け
止めスプレーをかけたくなりま
すね。でも、「日焼け止め商品」
としてうたえるのは肌だけ。
　スプレー式の日焼け止め剤で、

〝毛髪用〟とされ、「紫外線ダメー
ジから肌と髪を守り……」と書
かれて販売されているものには

注意が必要です。SPF値やPA
値は、生きた細胞である肌への
刺激で評価されているわけです
から、死んだ細胞である髪の毛
での評価は難しいのです。
　また、エアゾール製品は噴射
するとすぐに気化して測定でき
ません。毛髪用スプレーでUV
値が記載されているものを信用
してはいけないのです。

髪の毛も日焼けしたくないから、
日焼け止めスプレーを使ってる

落とし穴
6

髪用の日焼け止めは
認められていません。

　髪は紫外線をカットするので
はなく、紫外線による乾燥から
護ること。髪の毛を熱、乾燥、
摩擦からプロテクトする『リペ
アエッスンス』と、ブローの前
に熱と乾燥をブロックする『ヘ
アプロテクター』のダブル使い
で健康毛をキープしましょう。

髪の毛を保護＆ダメージを補修する
ヘアケアで紫外線による乾燥
から護りましょう

おすすめケアアイテム

ンプー』は、サッパリとした洗
い上がりにするため石けん成分
を加えています。汚れはきちん
と落とし、必要な皮脂は奪わず
にしっとりお肌が続きます。
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